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ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

安
全
な
取
り
扱
い

秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施
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月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
17

　
　
日
間
に
わ
た
り
、
全
道
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
寒
く
な

る
季
節
を
迎
え
、
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
発
生
す
る
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が

目
的
で
す
。
火
災
に
よ
る
死
者
を

出
さ
な
い
た
め
に
、
今
一
度
、
家

族
全
員
で
火
気
の
取
り
扱
い
の

話
し
合
い
や
暖
房
器
具
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
署
で
は
期
間
中
、
車
両
広

報
や
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
を

目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
季
節

が
変
わ
り
、
一
段
と
冷
え
込
む
季

節
に
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が

多
く
な
り
、
暖
房
機
器
か
ら
の
火

災
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
使
用
時
の
注
意
事
項

①
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
、
紙

や
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い
。

③
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
と

接
触
し
な
い
よ
う
に
、
距
離
を
離

し
て
使
用
す
る
。

④
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い
。

■
使
用
方
法
な
ど

①
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る

と
き
は
、火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

②
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

③
煙
突
は
金
属
の
支
線
（
針
金
な

ど
）
を
使
用
し
て
固
定
す
る
。

④
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
必
ず

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

⑤
使
用
す
る
前
に
は
、
十
分
な
点

検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い

る
場
合
は
専
門
の
業
者
へ
修
理
を

依
頼
す
る
。
　

統
一
標
語

『
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 習

慣
に
』

　新築住宅に加え、既存住宅についても設置義務化から
間もなく10年を迎え、初期に設置された警報器の中には、
劣化や電池切れが生じていると考えられます。
　電池切れの場合は、適切に電池を交換する必要がある
ほか、設置から 10年以上経過している場合は、本体内
部の電子部品の劣化が考えられるため本体を交換するこ

住宅用火災警報器の点検を
しましょう！

※「死者」とは、火災現場において火災に直接起因して死亡した者であり、火災により負傷した後 48時間以内に死亡した者を含む。死者の発生し
た経過が「殺人・自殺」「放火自殺、放火自殺者の犠牲者、放火殺人の犠牲者」であるものを除く。
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とが望ましいとされています。
　消防庁による実際の住宅火災での被害状況の分析
では、住宅用火災警報器を設置している場合は、設
置していない場合に比べ、火災発生時の死亡リスク
が３分の２、損害額はおおむね半減するという分析
結果も出ています。
　住宅用火災警報はいざという時に作動しなければ
意味がありません。取扱説明書をよく読んで保管し
ておくとともに、定期的な警報器の点検・お手入れ
を行いましょう。
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